
平成２５年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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4-2

介護サービス適正事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 介護支援課

会計 小事大事
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目項

03 02 02 03 05

対象

サービスの質の向上、適正化を図り介護サービス利用者を保護する。
介護相談員派遣：介護施設等を訪問し、利用者の声を聞き、市がサービス利用者と事業者の
橋渡しとなる。
シルバー事業者連絡会：市内介護サービス提供事業者が情報交換や勉強会を開催しサービス
の質の向上を図る。

サービス利用者数
平成23年度末　4,274人　　平成24年度末　4,609人　　　平成25年度末　4,994人

質の高い介護（予防）サービスを適正に受けられるように
する。

主管課長早川　仁高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり

名　　称 平成23年度 平成24年度 平成25年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

介護（予防）サービス利
用者

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

介護相談員訪問事業所数 29 32 30 件 ↗↗↗

24 24

平成24年度

2,660,605 2,780,280

0.61

回 →→24

→→6 6

2,981,833

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

7,292,925 7,169,820 7,254,863

年々増加する要介護認定者に対して適
正なサービスが提供できるよう定期的
にシルバー事業者連絡会や介護支援専
門員連絡協議会で情報交換や勉強会を
開催している。

介護相談員派遣事業所数は、派遣先事
業所の閉鎖に伴い減少したが、現在新
規の派遣受入れを未受入れ事業所に要
請している。

平成23年度 平成25年度

0.01 0.01 0.01

4,632,320 4,389,540 4,273,030

0.61 0.61

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

介護相談員未受入れ施設がある。

④今後の
改善計画

相談員派遣事業については、訪問先施設
の増加を図るべく継続して、施設に受入
れを要請していくほか、介護相談員の増
員を図り、派遣受入れ事業所事業所の増
加に対応できる体制を整える。

①今年度
(H25)の
改善計画

②今年度
(H25)に
実施した
取り組み

介護相談員派遣事業の受入れ未施設の理
解を得る。シルバー事業者連絡会につい
て、委託事業について平成26年度に向け
事業目的を効率的に達成する方法を検討
する。

介護相談員の受入れについて、施設に要
請したが、結果に結び付かなかった。シ
ルバー事業者連絡会について、委託事業
の見直しを行い、事業の効率化を図っ
た。


